
取扱説明書 
EL-702 

この度はお買い求めいただき誠にありがとうございます。 

布団などでおおった状態で使わない。 
熱がこもって火災の原因や本機、ケースが変形することがあります。 
幼児、子供の手の届く場所に放置しない。 
本機やイヤーピースなどを誤って飲み込み窒息する原因になる恐れがあります。使用
後は充電ケースにセットして保管してください。 
ペースメーカーを使用する場合は絶対に近づけない。 
充電ケースの内部には強力な磁石が入っています。ペースメーカーをご使用の場合
は、磁気がペースメーカーの作動に影響を及ぼす恐れがありますので絶対に身につけ
てご使用にならないでください。 
医療機関の屋内や医療機器の近く、さらに満員電車など混雑した場所では使用
しない。 
電波が心臓ペースメーカーや医療用電気機器に影響を与える恐れがあります。 

航空機内では航空会社の指示に従って適切に使用する。 
電波が影響をおよぼし、誤作動による事故の原因となる恐れがあります。 
一般ごみ(不燃ごみ)と一緒に廃棄しない。 
火災や破裂の原因となることがあります。 
分解や改造はしない。 
感電、故障や火災の原因になります。 
自動ドアや火災報知器などの制御機器の近くでは使用しない。 
ヘッドフォンは電子医療機器の動作に影響を与える可能性があります。病院、ガソリ
ンスタンド、または自動ドアや火災報知器の近くにある場所では、ヘッドフォンをオフに
してください。事故の原因となります。 
異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に気付いたら使用や充電を中止し、電
源を切る。 
お買い上げの販売店にお問い合わせください。 

注 意 

接続されたBluetooth機器の音量を上げ過ぎない。 
耳を刺激するような大きな音量で長時間聴くと聴力に大変わるい影響を与えてしま
います。 
本機が直接触れる部分の肌に異常を感じたときはすぐに使用を中止する。 
使用を続けると炎症やかぶれなどの原因になることがあります。 
本製品やUSBケーブルの上に重い物を載せたり、強い力を加えて外装ケースや
USB端子を変形させない。 
内部部品が破損して火災・故障の原因になることがあります。 
USBケーブルが傷ついたりUSB端子の挿し込みがゆるいときは使用しない。 
火災や感電の原因になります。 
イヤホンは耳にしっかりと取り付ける。 
確実に取り付けられていないと使用中にはずれて耳に残ることがあります。その場合
は耳に押し込まないよう十分に注意してください。 
磁気カードやフロッピーディスク、ディスプレイ、パソコン、時計などに近づけない。 
充電ケースの内部には強力な磁石が入っています。磁気の影響により記録内容の
消失や故障の原因となる恐れがあります。ご使用によって生じた事故や直接・間接
の損害、データやプログラムの損傷、消失、その他のトラブルについては一切の責任を
負いかねます。 

本製品は、日本国内専用。 
海外では国によって電波使用制限があるため、本製品を使用した場合、罰せられる
ことがあります。 
使用したあとは必ず専用の充電ケースに保管する。 
充電ケースに入れないまま長期間本機を放置すると電池の性能を劣化させる原因
になります。 

充電式電池についての安全上の注意 
本製品には充電式電池（リチウムポリマー電池）を内蔵しています。 

分解したり傷つけたりしない。 
液漏れ、破裂、発熱、発火、誤飲による大けがや失明する可能性があります。 
火の中に入れたり加熱しない。低・高温で充電・使用・放置しない。 
発熱や発火、破裂の原因になります。 
【内蔵の充電式電池が液漏れした場合】 
素手で液をさわらないで下さい。液が本体内部に残り故障の原因になります。また、
液が目に入ったときは失明の原因になることがあるので目をこすらず、すぐに水道水な
どのきれいな水で十分洗い、直ちに医師の治療を受けてください。液が身体や衣服
についたときもやけどやけがの原因になるのですぐにきれいな水で十分洗い流し、皮膚
に炎症やけがの症状があるときは医師に相談してください。 
【本製品を廃棄する場合】 
内蔵充電式電池はリサイクルできます。本製品を廃棄するにあたっては、お住まいの
地域の条例に従って正しく処分してください。 

 

使用上の注意 
■Bluetooth®機能 

本製品は日本の電波法の技術基準に適合しておりその認証番号等をバッテリーユニット
の裏面に表示しています。本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありませんが次

の行為を行うと法律で罰せられることがあります。 
●本製品を分解、改造する。 
●本製品に表示された証明番号等を消す。 
【Bluetooth使用上の注意事項】 
本製品の使用周波数帯(2.4GHｚ)では電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほ
か、工場の製造ライン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を
要しない特定の小電力無線局、免許を要するアマチュア無線局等が運用されています。 
●本製品を使用する前に、近くでこれらの無線局が運用されていないことを確認してくださ
い。 
●万一、本製品と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合には、速やかに本製品
の使用場所を変えるかまたは運用（電波の発生）を停止してください。  
本機の距離通信は約10ｍですが、障害物（人体、金属、壁など）や電波状態によっ
て有効な通信距離が変動します。 
2.4GHｚ帯を使用する無線LAN（IEEE802.11ｂ/g/n）は同一周波数帯を使用
するため、無線LAN機器の近辺で使用すると音途切れやノイズが発生したり接続できなく
なることがあります。 
多くの電波が飛び交う場所では通信に障害が発生することがありますが、Bluetooth無
線技術の特性によるもので本製品の不具合ではありません。動画視聴時などに本機側で
の音声がわずかに遅れますがBluetooth無線技術の特性によるもので不具合ではありま
せん。 
本機はすべてのBluetooth機器との接続を保証するものではありません。 
Bluetooth標準規格に適合していても特性や仕様によっては、本機と接続できない場合
や動作が異なる場合があります。 
音楽再生中に音が途切れやすい場合は、送信機器のワイヤレス再生品質設定の変更
等をすることで改善される場合があります。詳しくは送信機器の取扱説明書をご参照くだ
さい。 
本機は通常の電話着信にのみ対応し、スマートフォンやパソコン用の通話アプリには対応
していません。 
本機の近くに電子機器や発信機（携帯電話など）があると本製品にノイズが入る場合
があります。その場合は離して使用してください。 
テレビやラジオのアンテナ付近で使用するとテレビやラジオにノイズが入る場合があります。そ
の場合は離して使用してください。 
充電式電池およびUSBケーブル 
故障や異常発熱の原因となりますので、この製品には日本の法令に準拠した電源アダプ
ターで、出力電圧がDC5Vのもののみを使用してください。 
長期間使用しなかった場合は、充電式電池の持続時間が短くなることがあります。 
何回か充放電を繰り返すと、十分に充電できるようになります。 
本機を長期間使わなかった後に充電した場合、LEDリングがすぐに点灯しないことがありま
す。LEDリングが点灯するまでしばらく待ってください。 
長期にわたって保存する場合は、過放電防止のため、半年に1回程度の充電を行ってく
ださい。 
USBケーブルを使用しない場合は、必ず充電ケースからUSBケーブルを外してください。
USBケーブルを接続した状態でそのままバッグやポケットなどに入れるとUSBケーブルが引っ
掛かり、断線や故障の原因になります。 
イヤホン 
冬場など乾燥した環境では、静電気により耳にピリピリと刺激を感じることがあります。帯電
を軽減するためには、天然素材の衣服を身につける等の日常的な静電気対策が有効で
す。 
本機装着時に”パリパリ””プチプチ”といった乾いた音が聞こえることがありま 
すが、不具合ではなく装着後は安定しますのでそのまま使用してください。 
イヤホンやイヤホン内部、イヤーパット内は汚れが付きやすいため放置されますと音質劣化
や故障の原因となります。定期的に取り外しお手入れしてください。また、本体とイヤーピー
スは接着剤等で固定しないでください。 
イヤーパット消耗品です。使用状況や保存状態に関わらず経年変化で自然に劣化しま
す。 
【使用上の注意事項】 
本機の音の出るノズルに向けて強く水を当てないようにしてください。 
水中で使用したり、水中に沈めたりしないでください。 
正しい使い方をしなかった場合には、火災や感電、故障の原因となる恐れがありますので
くれぐれもご注意ください。 
ご使用の際には充電ポートカバーが完全に閉じられていることを確認してください。完全に
閉まっていなかったり、異物が付着している場合には防水性能が十分に機能せず、水が 

入ることによって故障する恐れがあります。 
本機や充電ケースに水滴が付着した際には乾いたやわらかい布で速やかにしっかり拭き取
ってください。イヤホン、イヤーパットの中に水滴が残っている場合には、音が正常に聞こえ
なくなることがあります。その際には、イヤホンを取り外し、ノズル部分を下に向けて数回振っ
て水滴を取り除いてください。 

お手入れ方法 
本機の本体部および充電ケースは乾いた布で、本機ノズル部先端のフィルターは乾いた布
や綿棒でクリーニングしてください。 
本体の汚れがひどい際には、湿った布で汚れた個所を取り、速やかに乾いたやわらかい布
で拭き取ってください。 
イヤホンやイヤーパットはイヤホン本体からはずし、薄めた中性洗剤で手洗いしてください。
洗浄後は故障防止のため水分をよく取ってから使用してください。 
ノズルフィルターは、お手入れの不足により目詰まりし、音質劣化をおこすことがあります。ク
リーニング後も目詰まりが解消されない場合は、劣化したフィルターをピンセット等で除去し
ていただくことで改善の可能性があります。 
その他薬品や殺虫剤を使用しないでください。変形、変色、ひび割れの原因となります。 
故障かな？と思ったら 
■電源が入らない、充電できない。 
・付属のUSBケーブルを使用し、確実に接続して充電してください。 
■電源が切れない、充電が開始されない。 
・本機を充電ケースに収納しても電源が切れない場合にはイヤーピース、ウイングチップが
ずれていることがあります。コンタクト端子部にかからないようにしっかり装着してください。 
■ペアリングできない。 
・本機がペアリングモードになっていることを確認の上、本機と相手機器などを1m以内に
近づけて再度ペアリングしてください。 
・お使いのモバイル端末のBluetooth登録数が多い場合、不安定になる場合がありま
す。他の機器の登録を削除して、本機のみにして頂くと改善される場合があります。 
・お使いのモバイル端末のBluetooth機能をOFFにして接続するか、一旦接続を解除し
て再度設定後、接続してください。 
■接続後すぐに動作しない。 
・相手機器によってはすぐに動作しない場合があります。少し間をあけてから改めて操作し
てください。 
■音が途切れる、動作反応が良くない、ノイズが発生する。 
・2.4GHzの周波数を使用する機器(電子レンジ、無線LAN機器、自動ドア、コードレス
電話機など)を本製品から離してください。 
・相手機器のWi-Fiの電波が障害になることがあります。相手機器の設定のWi-Fiをオフ
にしてください。 
・お近くにWifiを使用している設備や多数の無線が飛び交う場所では、、音が途切れた
り、動作や反応がわるくなることがあります。 
・相手機器との間に電波を遮ってしまう物体、壁などがある場合、音が途切れたり、動作
や反応がわるくなることがあります。 
・人体も電波を遮ります。本機や相手機器を手や体で覆ったり、間を遮らないように注意
してください。スマートフォンなどで複数のアプリが起動している場合は使用していないアプリ
を終了してください。・本機の電源を入れて相手機器と接続中、または相手機器の電源
を入れてしばらくの間は再生時に音が途切れることがあります。 
■本機の動作がおかしい。 
・本機の電源を切り、再度電源を入れて接続してください。それでも改善されない場合に
は手動でリセットを行うか、Bluetooth機能を解除後再度設定、接続を行ってください。 
■タップ時の動作がおかしい。 
・本機は静電気センサーを使用しています。温度なども環境や人体によってコントロールサ
ーフェース面をタップしても動作しない場合があります。 
又、敏感にセンサーが動作して、シングルタップがダブルタップや長押しをした様になる場合
があります。 
・タップはゆっくり、優しくすることをお勧めします。 
・タップは個人差によることが大きい場合があります。タップの加減などは慣れるまで時間を
要する事があります。 
慣れるまでモバイル端末など両方の操作をする事をお勧めします。 
■音質に違和感がある、または音質が小さい。 
・ご自身に最適なサイズのイヤーパットに変更して両方の耳に確実に装着してください。本
機または相手機器の音量を上げてください。 
■音が歪む。 
本機または相手機器の音量を下げてください。 

安全上の注意 
本製品を安全に使用していただくための注意事項です。使い方を誤ると火災や人身事故
が起こることがあります。ご使用前に必ずお読みの上、正しく使用してください。 
この取扱説明書では、使い方を誤った場合に使用する人や財産に生じる危害や損害の
程度を分類して記載しています。 
警告表示・記号の意味 

危 険 :  死亡または重傷を負う可能性が高い内容 
警 告 :  死亡または重傷を負う可能性がある内容 
注 意 :  けがをしたり財産の損害が生じる可能性がある内容 
分解禁止       行為禁止     注意を施す    行為を指示 

危 険 

火の中に入れたり、加熱したりしない。低温や高温で充電・使用・放置しない。発
熱や発火、破裂の原因になります。 
火や暖房器具のそば、直射日光のあたる所、炎天下の車内、高温・多湿な場所
で使用・保管・放置しない。 
火災の原因になることがあり、液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因にもなります。
また外装ケース、製品本体、内部部品が劣化、故障する原因にもなります。 
端子をショートさせない。また、金属製のネックレスやコインなどの金属小物といっ
しょに携帯または保管しない。火災の原因になることがあります。 
必ず専用の充電ケースと付属のUSB ケーブルを使い、指定の方法で充電する。 
指定以外の方法で充電すると電池の液漏れや、発熱、破裂、性能低下の原因に
なります。 
釘を刺したりハンマーで叩いたり踏みつけたりしない。 
発熱、破損、発火の原因になります。 
落下させたり強い衝撃を与えない。 
液漏れ、発熱、破壊の原因になります。  

警 告 

USB ケーブルやプラグを破損させない。（傷つける、加工改造する、熱器具に近
づける、無理に曲げる、ねじる、引っ張る、踏む、束ねるなど） 

USB ケーブルの端子は確実に差し込む。 
差し込みが不完全な場合は、発火や感電の原因になります。 

自動車、バイク、自転車など、乗り物の運転中は使用しない。 
交通事故の原因となります。 

踏み切り、横断歩道、駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音が聞こ
えないと危険な場所では使わない。 
事故の原因となります。 
異物(燃えやすい物、金属、水、液体など）を入れない。 
感電、故障や火災の原因になります。液体や異物が入ったときはすぐに使用を中止
してください。 



各部の名称 
 

イヤホン 
 
 
 

 
 

充電ケース 

 

 
 

 
 

同梱品 

 
 注意︓正しいイヤーパットの選択 

イヤーパットは正しく耳にフィットさせ
てください。 
音質に大きく左右されます。 

使い方 
充電ケースの充電 

本製品はイヤホンを充電するための大容量バッテリーを内蔵した充電ケースが付属しています。 
初めて使用する場合は、充電ケースのオンオフスイッチを「ON」にするとケースが起動します。 
充電ケースを充電するには、付属のUSB-Cケーブルを使用し、USB-Cコネクタを充電ケースの
DC-INポートに、反対側（標準USB-A）を5V USBアダプターなどのUSB電源に接続します
（付属していません）。充電中は電源レベルインジケータが点滅します。 

 
 

イヤホンを充電する 
左右のイヤホンをそれぞれ充電ケースに挿入して充電します。イヤホンが充電 
中の場合、イヤホンに赤いランプが表示され、充電ケース前面のインジケーターが点灯します。
尚、充電完了時にインジケーターと消灯します。 

 
 

注1:左の充電インジケーターは左のイヤホンの充電状態を、右の充電インジケーターは右のイヤ
ホンの充電状態を示します。 
注2:イヤーバッドのウイングチップの角度が間違っていると、イヤーバッドが充電ケースにうまく収ま
らないことがあります。必要に応じてウィングチップの角度を調整してください。 
 

充電ケース オンオフスイッチ 
通常の使用では、このスイッチは "ON "にしてください。長期間イヤホンを使用しない場合は、ス
イッチを "OFF "にしてください。これにより、ケースのバッテリー残量を維持し、イヤホンの充電とケ
ースによるモニターを停止させることができます。 
注意︓このような状況では、手動でイヤホンをオフにする必要があります。 
 

非常用モバイルバッテリー 
充電ケースはモバイルバッテリーとして使用できます。機器を充電するには、USBケーブルで機器
を充電ケースのDC-Outポートに接続し、バッテリーチェックボタンを押します。 
また、ボタンを押すとバッテリー残量表示が点灯します。 
 

 
 

低バッテリー残量の警告 

 
イヤホンのバッテリー充電が臨界レベルに低下すると、音声プロンプトがイヤホンを再充電するよう
にアナウンスが出ます。 
 

 
充電ケースのバッテリー残量が下限レベルに低下した場合、充満場合のすべてのインジケーター
が点滅します。 

機器の接続、ペアリング方法 
1. 充電ケースからイヤホンを取り出し、耳に装着します。ペアリングの際には、イヤホンとデバイス
の間の距離が2mを超えないようにしてください。（イヤホン間の距離も同様です。） 
2. 短い「ピッ」という音とともに電源が入り、自動的にペアリングされます。 
3. ペアリングの際、音声プロンプトで「ペアリング」（英語）と聞こえます。 
4. お使いのモバイルデバイスのBluetoothペアリング機能を有効にして、Bluetooth機器リスト
のメニューから「LE-702」を検索して選択し、接続します。接続が完了すると、両方のイヤホンに
「「Connected」（英語）」というアナウンスが聞こえます。 
5. 次回以降電源を入れると、イヤホンは自動的に最後に接続されたデバイスに接続しようとし
ます。 
注意︓接続する際、イヤホン同士又はモバイル端末との接続が一時的に切れる場合があります。これはワ
イヤレスイヤホンの場合には正常な動作です。しかし、断続的に接続が切れる場合は、電波障害（例︓
無線LANルーターの近くなど）や障害物が信号を遮っている可能性があります。より良い接続のために、別
の場所に移動するか、モバイル端末側で接続を一度解除して再度登録、再接続を行ってください。又、登
録しているその他の機器を削除して本機だけにして下さい。 
シングルモード 
デュアルモードでペアリング、接続した後、もう片方のイヤホンを充電ケースに入れるか、電源を切
るだけで、どちらか一方のイヤホンを個別に使用することができます。シングルモードではEQ機能
は使用できませんが、その他の操作はデュアルイモードと同じです。 
注意︓イヤホンを同時に 2台のモバイル機器に個別に接続する事は出来ません。 
 

音声アシスト 
本機は音声アシスタントをアクティブにすることができます。アクティブ化するには、イヤホンがデバイ
スに接続されていることを確認してから、タッチコントロール面を1秒間長押してください。 
注︓すべてのモバイルデバイスがこの機能をサポートしているわけではありません。 
 

EQプリセットの変更（デュアルモードのみ） 
EQプリセット機能は、様々なサウンド体験を提供します。音楽再生中に右イヤホンのタッチコント
ロールを2回タップしてプリセットを変更することができます。プリセットには"バランス」、「低音ブース
ター」、「ボーカルブースター」、「トレブルブースター」、「エンハンスドサウンド」があります。 
 

自動電源 OFF 
お使いのイヤホンは、5分間接続されていないと自動的に電源が切れます。 
 

手動による ON/OFF （再起動） 
手動でイヤホンの電源を入れるには、コントロール面を2秒長押しして下さい。 
手動でイヤホンの電源を切るには、両方のコントロール面を3秒間長押ししてください。 
 

イヤホンの接続をリセットする（工場出荷時の状態） 
1. イヤホンの電源を切る（イヤホンを3秒間長押しする）。 
2. お使いのモバイルデバイスの"LE-702”を選択し、Bluetooth機能を無効にして削除してく
ださい。 
3. 右側のイヤホンのタッチコントロール面を青くなるまでタッチします。イヤホンの赤いライトが交互
に点滅します。 
4. 青と赤のライトが交互に点滅するまで、左のイヤホンのタッチコントロール面をタッチします。イ
ヤホンの赤いライトが交互に点滅します。 
5. イヤホンがお互いにペアリングできるように数秒待ちます。 
6. イヤホンがお互いにペアリングされると、両方のイヤホンが同時に青く点滅します。 
7. 片方のイヤホンは赤と青を交互に点滅させます。 
モバイル機器との接続を行います。Bluetooth機能を有効にするモバイル端末に表示し、「LE-
702」をタップして接続します。 
 

インジケーター 

 

イヤホン 
電源 ON 青色ライト点滅 
ペアリング 青色と赤色のライトが交互に点滅 
接続無し 赤色ライト点滅 

充電ケース 
イヤホン充電中 充電中点灯。充電終了後は消灯 
低残量 全てのらライトが点滅 
充電中 バッテリーレベルインジケーターが点滅 

装着方法 

 

音を聞く 

 
 

電源 ON（自動                     充電ケースからイヤホンを取り出します/ 
電源 ON（手動)   タッチコントロール面に 2秒間長押しします 
電源 OFF（自動）         イヤホンを充電ケースに入れます/ 
電源 OFF（手動)     3秒長押しします 
電話応答 通話が鳴っているときにタップします 

通話終了 通話中にタップします 

通話拒否 通話が拒否されるまで、長押しします 
音楽再生/停止 左イヤホンをタップします 
次の曲の頭出し 左イヤホンをダブルタップします 
前の曲の頭出し 左イヤホンをトリプルタップします 
音声アシスタントの有効 タッチコントロール面に 1秒間タッチします 

（モバイル端末とペアリング中） 
EQの変更 右イヤホンをダブルタップします 

ヒント︓本イヤホンは静電気センサーを用いています。タップ方法や人体、温度、気温等様々
な環境等で上手く作動しない場合があります。本機をタップの際はゆっくり確実にタップする
事をお勧めします。 

仕様 

ブルートゥース Ver. 5.0 
最大転送距離 10M(障害物がない環境) 
再生時間 約 6時間 

充電時間 
イヤホン 約 1時間 
充電ケース 約 2時間 

バッテリー 
イヤホン リチウムポリマー 50mAh / 3.7V 
充電ケース リチウムイオン 2,000mAh / 3.7V 

サイズ 
イヤホン 25x18x28mm 

充電ケース 92x54x37mm 

重さ 
イヤホン 10g 
充電ケース 120g 

・販売元︓SUBARU オンラインショップ 
・問い合わせ先︓
https://www.subaruonline.jp/member/cart/index.php/mquestion 

イヤーピース 

LED インジケーター LED インジケーター 
＆マイク ＆マイク 
イヤーピース 

タッチコントロール面 タッチコントロール面 

イヤホン 

充電ケース 

注 意 ︓ 10 ℃ ～
35℃の環境で充電
してください。低温/
高温の環境下で充
電すると液漏れ、発
熱、破裂、性能低
下の原因になりま
す。 


